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金井克晃 東京大学農学部獣医解剖学教室

口頭発表「マウス精巣網を介したセルト

リバルブの形成および精子発生制御機

構の解明」

内田あや 繁殖生物学会 2021年9月

無精子症をはじめとする男性不妊は不妊治療における大きな課題となっている。本研究では精巣の弁様構造であるセルトリバルブが精

子発生に重要であることを明らかにした。本研究によりさらなる精子発生制御機構、また男性不妊の誘導機序への理解が深まると期待

される。
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精巣網を介した精原幹細胞ニッチ制御機構の解明

BD社製FACS Aria II, IIIu, III

精巣網特異的Sox17 KOマウスの精巣網上皮細胞を、その細胞表面マーカーであるCadherin1を指標としてFACS sortingにより回収し

た後遺伝学的解析を行うことを目的とし当初実験を行った。しかし、精巣網細胞が非常に少数の細胞であること、また細胞間接着が強く

酵素処理・フィルタリングの過程で大部分の精巣網上皮細胞が失われてしまうことから、FACS soringによる細胞の回収およびその後の

遺伝学的解析を断念した。代わりに、精巣網上皮細胞だけではなく周辺の組織細胞も含んだ状態でのscRNAseq解析を現在他社にお

いて実施している最中である。
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